
『 教育費試算シート』

～使い方説明～



子ども５人分の
試算ができます

試算開始年度を
入力します

教育費試算の条
件を設定します 教育費総額の試算結

果が表示されます
試算開始年度以降の今後必要な教育
費の試算結果が表示されます

教育費の内訳を
説明しています



棒グラフは、年毎の教育費の金額

折れ線グラフは、試算開始年度以降の教育費の累計金額



試算開始年度を西暦で
入力します。
年度は、４月～３月です。

５人分の入力欄があります。
同じ要領で、子どもの人数分、入力してください。

子どもの名前、年齢、在籍学年
を入力します。
試算開始年度末時点で入力し
てください。
（試算開始年度が2025年度
なら、2026年3月末時点）
※生まれる前の子供も試算対
象にする場合には、マイナスで
年齢を入力してください。

幼稚園～高校までの学校を
公立にするか、私立にする
か、選んでください。

進学予定の大学の概要を選んでください。
選択肢は、
区分：国立、公立、私立
学部：文系、理工系、農系、薬系、医系、歯系、教員養成系、その他
通学：自宅、学寮、アパート等
※大学進学しない場合には、すべて空欄
※大学院まで進学する場合は、「大学院/修士」の欄も入力

大学生活で、奨学金とアルバイトをどの程度見込むか、選んでください。
選択肢は、５択です。
なし、標準の半分程度、標準程度、標準の1.5倍程度、標準の2倍程度
※選んだ内容に応じて、入力欄の下に月額が表示されます。



教育費総額の試算結果が表示されます。
（既に卒業した学校や学年分も含む）

試算開始年度以降の今後必要な教育費の試算結果が表示されます。
（この事例の場合なら、教育費総額1,217万円のうち、今後昼用なのは、620万円）

今後、５年毎に必要となる金額を表示しています。

上の５年毎を１年あたりにした金額です。
単純に、5年で割っているだけです。

学校ごとに必要と
なる教育費です。

学校ごとに必要となる教育費の内訳です。
学内教育費、学外費用、本人収入の合計
が左の学校別内訳になります。
（本人収入は、マイナス表示）

＜内容別内訳＞
◆学内教育費
・高校まで ⇒入学金、入学検定、授業料、施設整備費、修学旅行、児童会生徒会、PTA、後援会、寄付金、教科書、学用品、通学費、制服、通学用品、給食費など
・大学以降 ⇒受験費用（受験料、交通宿泊）、入学しなかった学校への納付金、入学金、授業料、施設整備費、実験実習費、後援会費、教科書・参考図書費、文具類、サークル活
動、合宿費、通学定期券、ガソリン代など
◆学外費用
・高校まで ⇒家庭内学習用の図書、学習塾、体験活動、文化芸術スポーツ、留学・ホームステイ、その他教養（習字そろばんなど）、各種検定料など
・大学以降 ⇒食費（自宅通学：外食費、自宅外通学：自炊材料、外食費）、住居光熱費（自宅外通学）、理容美容費、薬代、診察代、趣味、酒、タバコ、間食、通信、衣料、帰省、社会
保険料
◆本人収入⇒奨学金、アルバイト



試算シートの右の方に、細
かな計算部分があります。
特に気にしていただく必要
はありませんが、不用意に
変更しないようにご注意く
ださい。

試算シートは、意図しない変更を防止するために、保護をかけています。
保護パスワードはありませんので、ご自身の使い勝手のために変更する場合には、保護を解除して
ください。

「はじめに」シートに、注意事項など記載していますので、ご利用前に、ご確認ください。
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